
ヤマハグループは、⻑い歴史の中で、⾃然、社会、⽂化との繋がりを意識しながら、⼈々の「こころ豊かなくらし」を願い、さまざま
な取り組みを⾏ってきました。⽊材をはじめとする⾃然素材を多く⽤い、匠の技により丁寧に仕上げられた製品は、世代を超えて引き
継がれ、さらには、リニューアルされることで新たな命を与えられ、多くの⼈々に親しまれてきました。また、単に製品を販売するだ
けでなく、世界中の様々な国と地域で、⾃らの事業として、⾳楽⽂化の普及・発展に貢献をしてきました。それは、⼦供たちの器楽教
育普及、⾳楽教室展開からトップアーティストのサポートに⾄るまで、実に幅広い活動です。こうした想いや取り組みは社会のサステ
ナビリティに通じるものであり、130年を超える歴史の中で綿々と引き継がれ「ヤマハらしさ」を形造ってきました。

ヤマハグループサステナビリティ⽅針
ヤマハグループは、世界中の全ての⼈々が⼼豊かに暮らす社会を⽬指します。その実現のために、企業理念である 「ヤマハフィロソフ
ィー」を⼼のよりどころに、かけがえのない地球環境を守り、平等な社会と快適なくらし、⼼潤す⾳楽⽂化の発展に貢献するととも
に、⼈権尊重はもとより、多様な⼈材が互いに認め合い活躍できる環境を整えることで、未来に向かって新たな感動と豊かな⽂化を世
界の⼈々とともに創りつづけます。
この考え⽅に基づき、持続可能な社会の実現に向けた取り組みによる社会価値の創造を通じ、⾃らの中⻑期的な企業価値を⾼める為、
マテリアリティを特定し、積極的にサステナビリティ活動を推進します。
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